
95

小 学 校 外 国 語 活 動 へ の タ ス ク 活 動 の 導 入

～ 小 学 校 外 国 語 活 動 の 現 状 と今 後 の 展 望 ～

Task-Oriented　 Activity　 in　elementary　 school　 English　 Classes　 in　Japan

玉 村 紫 野

Shino　 Tamamura

は じ め に

平 成20年 の小 学 校 学 習 指 導 要 領 改 訂 に よ り、 平 成23年 度 よ り、 小 学 校 第5学 年 及 び6学 年 に お

い て、 外 国語 活 動 が導 入 さ れ た。 外 国語 活 動 の指 導 計 画 の作 成 と内容 の取 扱 い は、 各 学 校 に お い

て児 童 や地 域 の実 態 に応 じて、 適 切 に定 め る こ と とさ れ て い る。

小 論 に お い て は、 小 学 校 外 国語 活 動 の 目的 や考 え方 を 明確 に した上 で、 第 二 言 語 習 得 理 論 を基

に して 、 具 体 的 な指 導 法 につ いて 提 案 す る こ とを 目的 とす る。 具 体 的 に は、『英 語 ノー ト』 を用

い た授 業 にお い て問 題 と思 わ れ る現 況 を改 善 す るた め に、 タ ス クを志 向 した 活動(Task-Oriented

Activity,TOA)を フ ォ ー カ ス ・オ ン ・フ ォ ー ム(Focus　 on　Form,FonF)と い う教 授 法 で 活

用 す る 提 案 を 行 う。 買 い物 や 道 案 内 な ど、 具 体 的 な 場 面 を 設 定 して 、 タ ス クを 志 向 した 活 動

(Task-Oriented　 Activity)を フ ォ ー カ ス ・オ ン ・フ ォー ム(Focus　 on　Form)と い う教 授 法 で

活 用 す る こ とに よ り、 楽 し く 自 ら話 す とい う経 験 を重 ね る こ とが で き、 英 語 を話 す こ とが 恥 ず か

しい、 ま た は 間違 い を恐 れ て英 語 が 口 か ら出 な い とい う意 識 を取 り払 い、 英 語 が 通 じる こ との楽

しさ を知 る こ とが で き る。

そ の よ うな多 くの経 験 が や が て 間違 い を恐 れ ず積 極 的 に英 語 で コ ミュニ ケ ー シ ョ ンす る態 度 の

涵養につ な が り、 英 語 で話 す、 聞 く こ とに対 す る情 意 フ ィル ター の影 響 を抑 え る こ とが で き る。

外国語活動では、英語は覚えたり、正 しく使用させたりせず、何よりも自分の気持ちや意見が相

手に伝わった時の喜びを児童たちに数多 く経験させるべきである。

1.外 国語 活動 導入 の経 緯

文部科学省は、平成20年3月28日 に小学校学習指導要領を改訂 し、平成23年4月1日 か ら、小

学校5年 学年及び第6学 年に外国語活動を位置付けた。2009年 度からは移行措置 となり、2011年

度から年間35時 間の外国語活動が完全実施されている。「外国語活動」 という名称ではあるが、

原則 として 「英語」を扱 うことになっている。



96愛 知淑徳大学教育学研究科論集 第2号

2.現 状分 析

現在 どのような外国語活動が行われているのかを、さまざまな視点から分析 して、理想的な外

国語活動を考察する上での手立てとする。

2.1外 国語活動の目標

外国語を通 じて、言語や文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度の育成を図り、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親 しませなが ら、コミュニケー

ション能力の素地を養 う(文 部科学省,2008)。

小学校外国語活動は英語そのものに関する知識や技能の習得を目指すのではなく、言語や文化

の理解 とコミュニケーション能力の素地を養 うことを目的としている。文化が違 っても相手に気

持ちを伝えることの心地よさ、喜びを児童に味あわせることが優先されるべきである。

2.2試 行期間の外国語活動

2007年 度には、外国語活動の試行期間では全国の97%の 小学校で、何 らかの形で外国語活動が

行われていた(文 部科学省,2008)。 また、2007年 度には何 らかの形で英語活動を実施 している

小学校のうち、「歌やゲームなど英語 に親 しむ活動」を行っている学校は約95%に まで達 してい

る(文 部科学省,2009b)。

筆者が参加、観察 した県内の多 くの小学校でも、歌やゲームが授業に導入されている。

これらの活動において、児童が英語に慣れ親 しみ、楽 しみながら英語に触れるという点では成

功 してきたと考える。 しかし、ゲーム、歌、チャンツなどの活動では定型表現の練習が主 目的と

なり、言葉を使 って 「相手に伝える」 というコミュニケーションの基本条件を十分に満たしてい

ない(高 島2005)。

小学校での外国語活動は中学校英語の前倒 しにしない、 という方針があるため小学校外国語活

動は音声 とジェスチャー中心にならざるを得ない。

このように、現在さまざまな小学校で行われている授業は、「外国語活動」の目標を達するまで

内容を深められているか疑問である。今後小学校外国語活動においては今までの 「英語を楽 しむ」

ということばかりに重点を置いても外国語活動の目標を達成することは難 しいのではないだろう

か。文字導入の是非を踏まえ、試行措置期間の外国語活動あり方について見直すことが必要であ

る。

2.3『 英語 ノー ト』の使用状況と取 り扱いについて

文部科学省は今回の「小学校外国語活動」の導入にあたり、全国共通の小学校外国語活動の教材

である 『英語 ノー ト』の配布を決定 した。義務教育における教育機会均等を確保 したものと考え

られる。

表1は 、2010年9～10月 に(財)日 本英語検定協会が全国の国公立小学校を対象 として行 った調

査結果である。調査は郵送によるアンケー ト方式で行われ、回収数は小学校1530件(回 収率30.6
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%)、 ま た同 時 期 に教 育 委 員 会 を対 象 と して 行 わ れ た調 査 の 回収 数 は602件(回 収 率34.4%)で あ っ

た(『 英 語 教 育 』,2012)。

表1『 英 語 ノー ト』 の使 用 状 況

1.使 用 して い る 56.2%

2.将 来 、 配 布 が無 くな った ら困 る 45.0%

3.学 校 間 で 内容 が統 一 さ れ るの で あ りが た い 35.6%

4.週 に1回 程 度 、 利 用 して い る 25.2%

5.月 に1回 程 度 、 利 用 して い る 14.6%

6.参 考 資 料 と して の み利 用 して い る 9.7%

7.独 自の カ リキ ュ ラム が あ るた め、 不 必 要 3.9%

8.全 く利 用 して い な い 1.9%

9.将 来 、 配 布 の必 要 性 は感 じな い 1.9%

10.そ の 他 2.4%

『英語ノー ト』はほぼすべての学校で使用 していることが分かる。全 く使用 していない学校は

全体のわずか1.9%で ある。現在行われている外国語活動では、50%以 上の学校が『英語 ノー ト』

に頼 っている現状が把握できる。

外国語活動は「教科」ではないため、道徳の 『心のノー ト』 と同じように、その使用を義務付け

るものではないが、小学校教師が外国語活動を進める上で中核 となるものは 『英語 ノー ト』であ

る。実際に愛知県内の小学校10校 の外国語活動を観察または参加 して調査 した結果、すべての学

校で何 らかの形で『英語 ノー ト』を使用 していた。

指導計画の作成や授業の立案 と実施に責任を持つ のは学級担任であり、外国語活動は他教科の

ように、いつ何をどのように教えるかなどという指針は無い。そのため 『英語 ノー ト』を使 って

の外国語活動は学級担任の腕次第といっても過言ではない。『英語ノー ト』をどのように扱 うこ

とが望ましい外国語活動につながるのか考察 していく。

2.4改 善すべき点

昭和61年4月 、臨時教育審議会 「教育改革に関する第二次答申」の第3部 第1章 「外国語教育

の見直 し」において、「まず、中学校、高等学校等における英語教育が文法知識の習得と読解力

の養成に重点が置かれ過 ぎていることや、大学においては実践的な能力を付与す ることに欠けて

いることを改善すべきである。今後、各学校段階における英語教育の目的の明確化を図り、学習
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者 の多 様 な能 力 ・進 路 に適 応 す るよ う教 育 内容 等 を見 直 す と と もに、 英 語 教 育 の 開始 時期 につ い

て も検 討 を進 め る。 そ の 際、 一 定 期 間集 中 的 な学 習 を課 す な ど教 育 方 法 の改 善 につ い て も検 討 す

る」 とさ れ た(文 部 科 学 省,2008)。

臨 時教 育 審 議 会 の答 申 で も示 さ れ た よ うに、 日本 の 中学 、 高 等 学 校 で は、 文 法 知 識 の習 得 と読

解 力 の養 成 に重 点 が 置 か れ て い た。 そ の た め、listeningとspeakingを 苦 手 と して い る人 が多 い

傾 向 に あ る。 中学 校 、 高 等 学 校 で は従 来 か らの 教 授 法 と して、Grammar　 translation　 approach

が多 く用 い られ て い る。 この教 授 法 の一 般 的 な授 業 の進 め方 は、 教 師 が教 科 書 に沿 って一 行 ずつ

訳 して、 新 出文 法 につ い て説 明 を行 う。 単 語 や文 法 規 則 を覚 え て い る こ とが英 語 科 の評 価 の基 本

で あ り、 英 語 を 使 っ て 意 思 疎 通 す る こ と は あ ま り評 価 の 対 象 に は な らな い(Lightbown&

Spada,2006)。 そ の た め 、 自 らの 意 思 を伝 達 で き る よ う に な る た め の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの能

力 を身 に付 け て い る 日本 人 が非 常 に少 な い こ とは指 摘 さ れ て い る。

英 語 を話 す こ とが恥 ず か しい、 ま た は 口 か ら出 な い とい う意 識 を取 り払 うた め に、 小 学 校 段 階

で、 楽 し く 自 ら話 す とい う経 験 を重 ね る こ とに よ り、 英 語 が通 じ る こ との楽 しさ を知 る こ とが大

切 で あ る。

3.提 案

試行期間 に行われてきた外国語活動や、中学校、高等学校で行われている外国語科(英 語)

などを参考にして、今後の小学校外国語活動の考え方について考察する。

3.1小 学校外国語(英 語)活 動の考え方

小学校外国語活動の目標は、あくまで英語に 「慣れ親 しむ」のであって、音声や表現を正確に

「覚える」 ことは求められていない。 よって、外国語活動では児童たちが机に座り、教師が黒板

を使 って知識 としての英語を教える授業を行 うのではなく、児童たちが間違いを気にすることな

く授業中に英語を使い楽 しむことが重要である。

文法規則の定着が重視される日本の象徴的な中学校以降の英語教育 とは違い、外国語活動は知

識重視ではない。英語を教え込むのではなく、アウトプットとインプットの量を増やし、相手 と

のインタラクションを重視 して、英語を多 く使 うコミュニケーションの場にするべきである。英

語は覚えたり、正 しく使用させたりせず、何よりも自分の気持ちや意見が相手に伝わった時の喜

びを児童たちに数多 く経験させる場を提供するべきである。そのような多 くの経験がやがて間違

いを恐れず積極的に英語でコミュニケーションする態度の涵養につながり、英語で話す、聞くこ

とに対する情意 フィルターの影響を抑えることができる。 これが中学、高等学校で抽象的な事象

を英語で理解、表現することに結びつ く。

つ

まり、小中高の12年 間の英語教育を視野に入れて、小学校の果たすべき役割を検討する必要が

ある。義務教育段階である小学校では、買い物や道案内など、具体的な場面を設定 して、 日常生

活に使える英語表現を取 り扱 うべきである。
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3.2小 学校外国語(英 語)活 動における文法の取 り扱い

外国語活動では、英語の表現を教えるが、文法規則は教えない。英語 という言語はあくまで、

コミュニケーションをとるための一つ の手段であることを体験させる。そのため、表現への気付

きは促すが、表現の定着に重点を置かない。形式を重視するような授業内容になれば、必然 と言

語がコミュニケーションの手段であるという意識が希薄になる。 コミュニケーションを重視す る

ことは、いわゆる 「形式」よりも 「意味」や 「言語使用の場面」が優先 し、意味や言語使用の場

面の重視が意欲や関心を持続させることにつながると考えることができる。

4.第 二 言 語 習 得 研 究 の 検 討 と 小 学 校 外 国 語 活 動 へ の 導 入

小 学 校 で の 外 国 語 活 動 を考 え る に あ た り、 第 二 言 語 習 得 研 究(SLA　 Research)の さ ま ざ ま な

研 究 成 果 を大 い に参 考 に す る必 要 が あ る。 小 学 校 で の外 国語 活 動 が、 児 童 に と って コ ミュニ ケ ー

シ ョ ンの面 で効 果 を上 げ るた め に効 果 的 な英 語 教 授 法 につ い て検 討 す る。 特 に小 論 で は、 タス ク

を志 向 した活 動(Task-Oriented　 Activity,TOA)を フ ォ ー カ ス ・オ ン ・フ ォー ム(Focus　 on

Form,FonF)と い う教 授 法 で 活用 す る提 案 を行 う。

タス ク活 動 とは、 タス クの遂 行 を学 習 者 に課 す こ とに よ って、 本 物 に近 い言 語 使 用 の機 会 を教

室 内 に作 り出 し、 学 習 機 会 を促 進 さ せ よ う とす る もの で あ る。 小 学 校 外 国語 活 動 で は、 言 語 習 得

とい うよ り、 タス ク活 動 を行 う こ とを通 し、 相 手 との イ ン タ ラ ク シ ョ ンの機 会 を増 や し、 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ンの場 と す る こ とを 目指 す 。 タス ク活 動(TA)の 前 段 階 と して行 わ れ る活 動 を 「タ

ス クを志 向 した 活 動(TOA)」 とす る。 小 学 校 で の活 動 は 、課 題 解 決 と い う観 点 か らは 「タス ク

(TASK)」 で はあ るが 、 文 法 構 造 な どの 使 用 の観 点 か らは、 モ デ ル ・ダ イ ア ロー グ に依 存 す る こ

とが 多 く、 「タ ス ク を志 向 した活 動(TOA)」 で あ る。(高 島,2005)。 一 定 の文 法 知 識 や 表 現 の

定 着 を 目的 と しな い 小 学 校 段 階 で は、 タ ス ク を志 向 した活 動(TOA)が 有 効 的 で あ る。 小 学 校

に お け る 「タス クを志 向 した活 動(TOA)」 の特 徴 は、 次 の よ うに ま とめ られ る。

a.言 語 を用 い て課 題 解 決 を す る 目標 が あ る。

b.2人 以 上 に よ る情 報 の授 受 ・交 換 を行 う。

c.話 し手 と聞 き手 に情 報(量)差 が あ る。

d.指 定 さ れ た モ デ ル ・ダイ ア ロー グな どに従 って活 動 す る。

小 学 校 段 階 で は この4つ の条 件 に加 え、 表 現 内容 や方 法 を児 童 が選 ん だ り決 定 した りで き る 自

由度 を もつ こ とに よ り、 主 体 的 に活 動 で き る(高 島,2005)。

小 学 校 外 国語 活 動 で は、 文 法 の定 着 や決 ま り き った英 語 表 現 を無 理 や り児 童 に教 え込 む こ とは

しな い が、 タス ク活 動 中 の 「言 い た い け れ ど、 ど う言 え ば よ い の か分 か らな い」 とい った戸 惑 い

が 出 た 際 に、 児 童 が使 用 す る英 語 表 現 を教 師 が知 らせ る手 段 と して フ ォー カ ス ・オ ン ・フ ォー ム

(Focus　 on　Form,以 下,FonF)を 小 学 校 外 国語 活 動 に取 り入 れ る。

FonFは 、Michael　 Long(1991)の 提 唱 した概 念 で、 「意 味 の や り取 りや コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

に重 点 が 置 か れ た授 業 に お い て 、 付 随 的 に現 れ た 言 語 形 式 に学 習 者 の 注 意 を向 け る もの」と定 義

して い る。 また、FonFと は、「意 味 中心 の言語 理 解 ・産 出活動 にお いて、 学習 者 の注 意(attention)
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を、 特 定 の 言 語 形 式(form)に 向 け る指 導 また は学 習 」と概 略 的 に 定 義 す る こ とが で き る(白

畑,若 林,村 野 井,2010)。

FonFと は、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンや 意 味 理 解 を 中心 と した授 業 の 中 で 、 学 習 者 の注 意 を言 語 形

式 に 向 け さ せ る試 み の こ とで あ る。つ ま り、 学 習 者 が英 語 を使 う時 に、 どの よ うに語 句 や表 現 を

使 え ば 意 図 す る こ とが 伝 わ る の か を 体 験 して理 解 す る プ ロセ スで あ る(高 島,2011b)。FonF

は、 「言 語 形 式 の焦 点 化 」と もよ ば れ て い る。FonFは 、 学 習者 が 本 来 持 っ 能 力 を最 大 限 に活 か し

つつ、 気付 きという働 きを通 してその学習を支援 し、効率的な言語習得に導いていこうとするも

の で あ る(和 泉,2009a)。

言 語 形 式 とそ の意 味 を 暗記 して使 って み るの で はな く、 言 葉 を使 う目的 や伝 え た い気 持 ちを伴 っ

た本 当 の意 味 で の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを行 う と きに言 語 形 式 に意 識 を 向 け る所 がFonFの 特 徴 で

あ る。(高 島,2011a)

表2フ ォ ー カ ス ・オ ン ・フ ォ ー ム(Focus　 on　 Form)に よ る 指 導 の 提 案

和 泉(2009b)

(1)input　 repeating

イ ンプ ッ トを与 え る と き に、 教 え た い項

目 を何度 も登場 させ た り、 イ ン トネ ー シ ョ

ンや太 字 体 を使 っ た り強 調 して 提 示 す る。

(2)recast,prompt

ア ウ トプ ッ ト活 動 の 際 に 、 教 師 が 言 い直

しを与 え た り、 自 らの間 違 い訂 正 を 促 す。

(3)modeling

ア ウ トプ ッ ト活 動 の直 後 に、 モ デ ル と な

る イ ンプ ッ トを 見 せ て、 モ デ ル と生 徒 の

活 動 の両 者 を比 べ させ る。

(4)grammar　 after　task　 activity

簡 潔 な 文 法 説 明 を 授 業 の 最 初 で は な く、

タ ス ク活 動 の後 で 行 い、 そ の後 に 再 度 タ

ス ク活 動 を行 って 、 言 語 形 式 の有 用 性 を

感 じ取 って も ら う。

提案(玉 村)

(1a)input　 repeating

ALTと 学 級 担 任 で、 本 時 に使 用 させ た い

表 現 を用 い て 、 ロ ール プ レー イ ング を行

う。 実 際 に動 物 園 マ ップ を用 い る な ど、

場 面 設 定 を 明確 にす る。

(2b)recast,prompt

タ ス ク活 動 中 に、 教 師 は児 童 の 間 違 って

い る表 現 に つ いて 、 意 図 的 に 強 調 して正

しい表 現 を リ ピー トす る こ とで 、 生 徒 が

自分 の誤 り に気 付 く こ とを促 す。

(3c)modeling

ロ ー ル プ レ ー イ ン グ後 に、 タ ス ク活 動 を

行 う。 活動 の途 中 で 、ALTと 学 級 担 任 ま

た は、ALTと 児童 の ロ ール プ レ ーイ ン グ

を デ ジ タル カ メ ラ等 の 映 像 で再 度 示 し、

両 者 の表 現 の違 い につ い て気 付 か せ る。

(4d)grammar　 after　task　activity

ALTと 学 級 担 任 の ロ ール プ レ ーイ ン グを

始 め に提 示 す る こ とな く、 児 童 は動 物 園

マ ップ を 用 い て 、 ジ ェ ス チ ャ ーや 既 習 表

現 で 意 思 疎 通 に取 り組 ませ る。 そ の 後 、

ロ ー ル プ レー イ ン グ に よ って 本 時 の英 語

表 現 を提 示 す る。 提 示 さ れ た 英 語 表 現 を

使 用 す る と コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンが よ り円

滑 にな る こ とを体 験 させ る。
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(5)useful　 expressions　 for　task　activity

状 況 設定 だ けを示 して解 説 な しで イ ンプ ッ

トを 聞 か せ 、 そ の後 に 続 く活 動 で 使 え る

表 現 を 自 由 に拾 わせ る。

(6)planning/rehearsal　 time

発 表 活 動 前 に個 人 ま た は グ ル ー プ で 準 備

す る 時 間(planning/rehearsal　 time)

を与 え 、 内容 面 と共 に 言 語 面 に十 分 な注

意 を注 げ る よ うに配 慮 す る。

(5e)useful　 expressions　 for　task　activity

ロ ー ル プ レ ー イ ン グ後 に、 学 級 担 任 が 日

本 語 で 補 足 説 明 は しな い。 そ の 後 、 児 童

自身 が ロー ル プ レー イ ング を 見 て 気 付 い

た表 現 を 用 い て、 タス ク活 動 を行 う。

(6f)planning/rehearsal　 time

発 表 活 動 は児 童 主 導 に して準 備 す る 時 間

を 十 分 に与 え る。 そ の 際 、 教 師 は個 人 や

グル ー プ を 巡 回 して、 内容 面 や 言 語 面 で

の 児童 の躓 き に必 要 な手 助 けを す る。

表3教 授法が外国語活動に導入できる点、難 しい点

教授法 導入できる点 導入が難 しい点

イ ンタ ラ ク シ ョ ン

仮 説

外 国語 活 動 で は、言 葉 だ けで は な く、

ジェ ス チ ャー を用 いて 相 手 とや り取

りす る場 を設 け る こ と に よ り、 自分

が 相 手 に伝 え た い、 ま た は相 手 が 伝

え た い こ と を知 りた い と い う態 度 を

育 成 す る こ とが で き る。 ま た、 相 手

と の会 話 のや り取 り をす る際 に は、

対話 相手(児 童 、教 師)か らの フ ィー

ドバ ック に よ って 、 児 童 が 自分 の発

話 に問 題 が あ る こ と に気 付 き、 修 正

が 促 され る。

低学年では、言葉を介 して行う意味

のやり取りが困難であることが考え

られる。

全身反応教授法 Stand　 up,Sit　 down,Repeat　 after

meの よ う な 表 現 を ま ずTPRで 学

べ ば 、 ク ラ ス ル ー ム イ ン グ リ ッ シ ュ

と して こ れ ら を 活 用 す る こ と が で き

る 。

TPRは 、教師が英語で指示を出し、

時に、その動作をしてみせる。児童

たちは教師の指示通りの動作をした

り、他の人が反応 したりするのを観

察することによって、その意味を理

解する。身振り手振りを用いて自分

を表現することに比較的抵抗感の少

ない低学年では、理解を体で示すこ

とによる積極的な学習参加を促すこ

とができる。 しか し、思春期に入る

高学年では、周囲の児童の視線を気

にして、動作を示すことに抵抗感を

持ち、身振り手振りを用いて表現す

ることが困難になる。



102愛 知淑徳大学教育学研究科論集 第2号

イ ンプ ッ ト仮 説

ア ウ トプ ッ ト仮 説

直接教授法

タスクを志向 した

活動

フ ォ ーカ ス ・オ ン ・

フ オ ー ム

児童が見聞きしたことのある記憶や、

それに関連する内容が英語表現に含

まれていると推測 し理解できる部分

がある。児童が興味を持ち、児童の

体験に基づいた題材でインプットを

図ることが重要である。その際、音

声によるインプットだけでなく、ジェ

スチャーや実物、絵や写真を見せな

が らインプットを図ることが非常に

重要である。

ア ウ トプ ッ トす る こ とで 自分 が 表 現

した い こ とが 第 二 言 語 で う ま く、 あ

る い は、 全 く表 す こ とが で き な い こ

と に気 づ くこ とが あ る。 ま た、 ア ウ

トプ ッ トす る こ とで 何 が で き な い の

か を認 識 す る こ と が で き る。(村 野

井,2006)外 国 語 活 動 で 、 簡 単 な英

語 表 現 に よ って ア ウ トプ ッ ト活 動 を

行 う際 に も、 自分 の言 い た い こ と と

言 え る こ と の ギ ャ ップ に気 付 き、 さ

らに英 語 を知 りた い と い う学 習 意 欲

を促 す こ とが で き る。

教師は説明 したり訳 したりするので

はなく、実際にやってみせ、児童が

目標言語と意味とを結びつけるとい

う点でこの教授法を応用するべきで

ある。

タスク活動で、自由度の高い言語活

動を児童に経験させることを通 して、

英語に対する関心や、積極的に相手

とコミュニケーションをとろうとす

る態度の育成ができる。

タ ス ク活 動 中 の、 「言 い た い け れ ど、

う ま く言 え な い 。」 とい う児 童 の 戸

惑 いや 気 付 き を大 切 にす る た め に、

正 しい表 現 を教 師 が 児 童 に教 え る の

で は な く、 フォ ーカス ・オ ン ・フ ォー

ム の様 々 な観 点 か ら、 児 童 を英 語 表

現 に導 くこ とが で き る。

学級担任等の教師の中には、「英語

の発音がうまくできない」という点

で、外国語活動の指導を行うことへ

の不安感をもつ教師も少なくない。

音声によるインプットは、小学校教

師にとって負担である。また、児童

にとって理解不能である英語をイン

プットすることにより、児童の学習

意欲を低下させ、英語嫌いをつ くる

ことになる。

外国語活動では、音声を用いたアウ

トプットばかりではなく、身振り手

振りを用いて自分を表現することで

アウトプットする機会を多く設ける。

身振り手振りで自分を表現すること

に比較的抵抗感の少ない低学年では、

積極的な学習参加を促すことができ

る。 しか し、思春期に入る高学年で

は、周囲の児童の視線を気にして、

動作を示すことに抵抗感を持ち、身

振り手振りを用いて表現することが

困難になる。

この教授法は細かな文法教育を行わ

ないため、小学校外国語活動に向い

ているようだが、完全に英語のみで

授業を行うことは難 しいと考える。

単に英語を使用させる機会を与える

だけでなく、実施する言語活動がど

のような能力の育成に寄与 している

かということを、教師が明確に認識

しなければならない。

中学、高等学校の英語科の免許を取

得 している小学校の学級担任は稀で

あるため、タスクを志向 した活動を

フォーカス ・オン・フォームという

教授法で活用する授業を多 くのクラ

スに浸透させることが難 しいと考え

られる。
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5.SLAの 研 究 成 果 を 活 か し た 授 業

愛 知 県 内 の い くつ か の小 学 校 で の外 国語 活 動 の授 業 に参 加 ・見 学 した結 果 、 次 の よ うな望 ま し

くな い使 用 例 が観 察 さ れ た。

a.日 本 人 教 員 が『 英 語 ノー ト』 とい う教 材 に依 存 しす ぎて、 た だ単 に『 英 語 ノー ト』

を消 化 す る こ とが一 義 的 な教 室 活 動 とな って い る。

b.母 語 話 者ALT教 員 との テ ィー ム テ ィ ー チ ング の場 合 で す ら、 日本 人 教 員(ク ラス

担 任)が も っぱ ら 日本 語 で 『英 語 ノ ー ト』 を消 化 す る こ とに 専 念 し、ALTはCD

の代 わ りの役 割 しか果 た して い な い。

c.日 本 人ALTが 日本 語 で ク イ ズ を出 題 して 、 児 童 が 日本 語 で答 え る こと を繰 り返 し、

児 童 が一 度 も英 語 を発 音 せ ず に授 業 が終 わ る。

d.活 動 の 際 に使 用 す る単 語 カ ー ドを切 り取 る作 業 で一 時 間 の授 業 の大 半 を費 や して い

る。

e.児 童 は、 学 校 外 で学 ん だ英 語 の ス キ ル で、 日本 人 教 員 が行 う 『英 語 ノー ト』 の 「リ

ス ニ ン グテ ス ト」 に対 応 して い る。

f.学 校 外 で英 語 を学 ぶ機 会 のな い児 童 の 中 に は、 『英 語 ノー ト』 の 「リスニ ングテス ト」

に耐 え られ ず、 自分 は英 語 がで きな い と自覚 し、 有 能 感 の喪 失 につ なが って い る。

以 上 の よ うな 問題 点 を多 く克 服 す るた め に、5.1で はFonFに 基 づ く授 業 を提 案 す る。

5.1　 Focus　 on　Formに 基 づ く授 業

FonFを 取 り入 れ た 指 導 例 で は、 「動 物 の場 所 を た ず ね よ う」とい うテ ーマ で 提 案 す る。 本 活 動

で は、 動 物 の英 語 表 現 を知 る と と もに、 動 物 園 の動 物 の場 所 を た ず ね た り、 相 手 に動 物 の場 所 を

案 内 した りす る こ とを 目指 す 。児 童 た ちに は イ ンフ ォメ ー シ ョンギ ャ ップが あ る ため、 相 手 が知 っ

て い る情 報 を知 りた い、 ま た は、 相 手 に動 物 の場 所 を案 内 した い とい う気 持 ち が生 ま れ、 そ こに

イ ン タ ラ ク シ ョ ンが起 こ る。 動 物 園 の動 物 の場 所 を 聞 き、 自分 の マ ップ に書 き入 れ る とい う タス

クを 遂 行 す る とい う点 で 、 タス クを 志 向 した活 動(TOA)と 言 え る。 活 動 を行 う際 に 、 相 手 の

情 報 を知 りた い、 案 内 した い とい う気 持 ち は あ るが、 どの よ うな言 葉 や動 作 を用 い れ ば よ い の か

とい う戸 惑 いを 、FonFと い う概 念 を用 いて 、 児 童 た ち を活 発 な 言 語 活 動 の 場 へ と導 いて い く こ

とを意 図 して い る。

具 体 的 な指 導 法 に つ い て は、 以 下 で述 べ る。

図1　 FonFを 用 いた 指 導 例

1.テ ー マ　 動 物 園 の動 物 の場 所 を た ず ね よ う

2.本 時 の 目標　 動 物 の英 語 表 現 に興 味 を持 ち、 動 物 園 の動 物 の場 所 を たず ね た り、 案 内 す る

こ とが で き る。

3.本 時 の 目標 表 現 ・Go　 straight.・Turn　 left/right.

・Go　 straight　 and　 stop .・I　like＿.
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4.準 備　 動 物 絵 カ ー ド、 動 物 園 マ ップ、 ビデ オ カ メ ラ、 テ レ ビ

A:動 物 園 マ ップ B動 物園マ ップ

Sea　 Lion Rhino

Leopard Giraffe

Polar　 Bear Goat

5.活 動 過 程

児童の活動

1.あ い さつ を す る 。

2.ALTと 学 級 担 任 の

ロールプ レーイ ングを

見 る。

3.動 物 当 て ク イ ズを す

る。

4.タ ス ク活 動 前 に ロー

ル プ レー イ ン グを 見

る。

5.タ ス ク活 動 を行 う。

児 童 グル ープ① は 白

紙Aの マ ップを持 ち、

児 童 グル ープ② は動

物 の位 置 が 書 か れ た

マ ップを持つ 。

① は② に動 物 の位 置

を尋 ね、 動 物 を マ ッ

プ に書 き込 む 。 ペ ア

を 変 え て 、 マ ップ を

埋 め る。

学級担任の活動

・全 体 に挨 拶 をす る。

ALTの 活動

・動 物 の名前 を導入 す るために、 ロールプ レー

イ ングを行 う。(1a.e)

担 任:How　 do　you　say[]in　 English?

(手に動 物 の ピクチ ャーカー ドを持 ちなが ら)

も しくは、 動 物 の 鳴 き声 を聞 かせ て、 児 童

に動 物 を連 想 させ る。

ALT:It's　 a　polar　 bear.

・動 物 の英 語 表 現 を知 るために、

ゲー ムを行 う。

ミ ッ シ ング

・動 物 園 の中 の 動 物 の場 所 を 聞 くため の表

現 につ いて、 動 物 園 マ ップ を用 いて ロール

プ レーイ ングを行 う。(5e)

担 任:Hello.I　 want　 to　see　giraffes.

Where　 are　giraffes?

ALT:Go　 straight.Turn　 right.

担 任:Thank　 you.
・学 級 担 任 は白 紙 のマ ップAを 持 ち、ALT

は動 物 の位 置 が書 かれた マ ップBを 持つ 。

学 級 担 任 はALTに 動 物 の 位 置 を尋 ね、

聞 き取 った動 物 を マ ップAに 書 き込 む。

・学級担任やALTも タスク活動に加わる。

大きな声で正確な英語を言うことにより、

周りの児童へ正確な英語表現を促す。(2b)
・学級を巡回して、 内容面や言語面での児

童のつまづきに必要な手助けをする。(6f)

指導上の留意点

・英語の時間が始まっ

たことを意識させる

よう、英語であいさ

つ

をす る。

・動 物 の 名 前 だ けで な

く、 英 語 の表 現 を聞

く際 のHow　 do　you

say[]in　 English?

とい う表 現 も児 童 の

耳 に触 れさせ る。(5e)

・ロールプ レーイ ングで

使 われ た 表 現 の み を

児 童 に使 わせ よ う と

す るので は な く、 あ

る程度 の ジェスチ ャー

を認 めて い くな ど、

相 手 に情 報 が 伝 わ れ

ばよい もの とす る。
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6.1タ ス ク活 動 を ビデ オ

カ メ ラに 向 か って 行

い、 記 録 され る。

6.2テ レ ビに 映 し出 され

た タス ク活 動 につ い

て 比 べ 、 ど ち らが ス

ムー ズに意 思 疎 通 が

で きて い る のか を 、

考 え させ る。

7.ビ デ オの 記 録 を見 て

考 え た後 に、 タス ク

活動 を再 開 して、 マッ

プを完 成 させ る。

8.動 物 の位 置 を 教 え る

側 と、 白 紙 マ ップA

を埋 め る側 が 交 代 し

て、 再 度 タス ク活 動

を行 う。

9.答 え合 わせをす る。

10.終 わ りの あ い さつ を

す る。

・さまざ まな英 語 表 現 を して い るグル ープを

取 り上 げ、 ビデオカ メラで記 録 す る。(3c)

・児 童 と児 童 、 児 童 とALTが 行 って いる タ

ス ク活 動 を テ レビに映 し、 比べ させ る。

・ビデ オの記 録 を見 て考 え た後 に、 タスク活

動 を再 開 させ る。

・グループ①とグループ②を入れ替え、動物

の位置を教える側と、位置を尋ねマップを

埋める側を交代させ、再度タスク活動を

行わせる。

・活 動 の後 に は必 ず答 え合 わせ や
、 教 師 か ら

の フィー ドバ ックを行 う。(3c)

・終 わ りのあ いさつ をす る。

・どちらのペアの会話

が優れているという

のではなく、 どちら

のペアの会話の方が

意思疎通がしやすい

のかを児童に考えさ

せる。

ここで、SLAの 研究成果を活か した授業を行 うことにより、9ペ ージで挙げた外国語活動の

問題点を解決することができると考える。それを以下の表で述べる。

表4外 国語活動の問題点と本提案による解決

(12)で 指摘 した問題点

(a)日 本 人 教 員 が 『英 語 ノ ー ト』 とい う教

材 に依 存 しす ぎて、 ただ単 に 『英 語 ノー

ト』 を消 化 す る こ とが一 義 的 な教 室 活

動 とな って い る。

(b)母 語話 者ALT教 員 との テ ィーム テ ィー

チ ング の場 合 です ら、 日本 人 教 員(ク

ラス担 任)が も っぱ ら 日本 語 で『 英 語

ノ ー ト』 を 消 化 す る こ と に 専 念 し、

ALTはCDの 代 わ りの 役 割 しか 果 た

して い な い。

本提案による解決

外 国 語 活 動 で は、 『英 語 ノ ー ト』 を 全 て 消 化

す る こ とが 目的 で はな い。 タス ク活 動 を行 う

際 の、 題 材 と して 用 い る程 度 で よ い。

ロールプ レーイングを行 う際に、積極的に日

本人ALTや 母語話者ALTと 児童が言語 に

よってコミュニケーションを図る機会が多々

生 まれるため、必然的に母語話者ALTの 機

械の代用のような誤 った活用方法 は減 る。
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(c)日 本人ALTが 日本語でクイズを出題

して、児童が日本語で答えることを繰

り返 し、児童が一度 も英語を発音せず

に授業が終わる。

(d)活 動の際に使用する単語カー ドを切 り

取る作業で一時間の授業の大半を費や

している。

(e)児 童 は、 学 校 外 で学 ん だ英 語 の ス キ ル

で、 日本 人 教 員 が行 う『 英 語 ノ ー ト』

の 「リス ニ ング テ ス ト」 に対 応 して い

る。

(f)学 校 外 で英 語 を学 ぶ 機 会 の な い児 童 の

中 に は、 『英 語 ノ ー ト』 の 「リス ニ ン

グ テ ス ト」 に耐 え られず 、 自分 は英 語

が で き な い と自覚 し、 有 能 感 の喪 失 に

つ

な が って い る。

タス ク活動 の 際 に、 児童 同士 、 また は、 児童

と教 師 が英 語 で イ ン タ ラ ク シ ョンを行 う こ と

に よ り、 どの 児童 も英 語 を話 す機 会 を設 け る

こ とが で き る。

タスク活動の遂行がメインになるので、その

ための補助的作業時間は減らせる。児童 に教

室で準備 させる必要 はない。

タスク活動をFonFと いう概念を取 り入れて

行 うことにより、児童 は正 しい英語を教師に

強要 されるのではな く、 自分の英語 も相手 に

伝わるという喜びや嬉 しさを経験する。その

ような活動を通 して、正確な英語を話 したり、

完壁に英語を聞き取 ったりすることができな

くても、相手 に伝わるという経験を重ねるこ

とができるため、「リスニ ングテス ト」対策

を学校外で行 う必要性が減 る。

自分の英語 も相手 に伝わるという喜びや嬉 し

さを経験するため、 さらに英語を使おうとい

う自発的な態度 につながる。英語の正確 さを

矯正 されることは少ないので、完壁 に英語を

聞き取 ったり話 したりすることができなくて

も、英語を使 うことに対 して自信が持てる。

ま と め

小 論 にお いて は、小 学 校 外 国 語 活 動 の 目的 や考 え方 を明 確 に し、 第 二 言 語 習 得 理論 を基 に して 、

具 体 的 な 指 導 法 につ い て提 案 す る こ と を 目 的 と した。 具 体 的 に は、『英 語 ノ ー ト』 を 用 い た授 業

に おい て問 題 と思 わ れ る現況 を改善 す るた め に、 タス クを志 向 した活 動(Task-Oriented　 Activity,

TOA)を フ ォ ー カ ス ・オ ン ・フ ォ ー ム(Focus　 on　Form.FonF)と い う教 授 法 で 活 用 す る提 案

を行 った。 この よ うな提 案 を外 国語 活 動 に取 り入 れ る こ とに よ り、 小 学 校 段 階 で、 楽 し く 自 ら話

す とい う経 験 を重 ね る こ とが で き、 英 語 を話 す こ とが恥 ず か しい、 ま た は 間違 い を恐 れ て英 語 が

口 か ら出 な い とい う意 識 を取 り払 い、 英 語 が通 じ る楽 しさ の経 験 につ な が る。

[注]

(1)本 論 文 で は、 試 行 期 間 と は2009年 度 の 「移 行 期 間 」 とそ れ以 前 の 期 間 も含 め る。 「移 行 期

間」 とは、 文 科 省 に従 い、2009年 度 か ら2010年 度 ま で を指 す。

(2)本 論 文 に 出 て くる 「タス ク活 動 」 は、 特 に示 さな い 限 りは、 タ ス クを志 向 した活 動(Task-

Oriented　 Activity,TOA)と 同 じ意 味 で使 用 す る。

(3)本 論 文 に 出 て く る多 くの小 学 校 とは、 あ ま市 、 岡 崎市 、 春日 井 市 、 名 古 屋 市 、 長 久 手 市 、

日進 市 内 の計10校 で外 国語 活 動 に参 加 ま た は見 学 した学 校 を指 す。
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